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国際シンポジウム

「医療人類学の最前線 Ｉ・II」

開催日
企画班

企画者

講演者

2009年1月10日 、23日

哲学 ・文化人類学班

宮坂敬造、北中淳子

大沼麻美(慶應 義塾大学)、 生田倫子(CARLS共 同研究員)<午 前>

Margaret Lock(McGill University)、 美馬達哉(京 都大学)、香西豊子(東 京大学)、

鈴木晃仁(塾 内経済学部)〈 午後 〉

 2009年1月 に、文化人類学グループでは 「医療

人類学の最前線1・II」 と題 して三田で二回 シン

ポジウムを行った。医療 ・社会科学の幅広い分野

か らの研究者が集 まり、両 日とも90名 を超える参

加者数を記録 し、ディスカッションの時間も足 り

ない程の盛 り上が りを見せた。

 19世紀末の進化論や遺伝学の登場が、人間理解

の根本的な変革をもた らしたように、一世紀を経

て新たに台頭 してきた遺伝 子の言説は、人 々の

自己意識 を大 きく変化 させ る可能性 を秘めてい

る。ゲノム計画や遺伝子診断を通 じて、私たちは

今 まで手にす ることのできなかった自らの運命 に

ついての 「神託」を受 ける 日が近いともいわれ

る。 しか しその潜在的影響力にもかかわらず、専

門家 と一般の人々の理解の間には大きな隔た りが

ある。現時点での遺伝の知識 ・技術の不確実性 は

専門家には認識されているものの、単純化 された

言説が一般に流布す ることで、臨床現場で混乱

が生 じるこ とも少な くない。この ような問題意

識か ら、McGill大 学 ・医療社会研究 ・人類学部の・

Margaret Lock教 授 をお招 きして、先端医療技

術が新たにもたらす希望 と不安の両面についてお

話 しいただいた。両日の講演 とも、体系化 ・組織

化 されないが故 に沈黙 させ られやすい、一般の

人々の声 にどう耳を傾 けてい くこ とがで きるの

か、人類学的探究の将来の方向性を考 えさせ られ

る内容であった。

 ロック先生は、北米における医療人類学の第一

人者であ り、 日本で も 『脳死と臓器移植の医療人

類学』、『更年期:日 本女性が語るローカル ・バ イ

オロジー』、『都市文化 と東洋医学』等を通 じて広

く知 られている。第一回目のシンポジウム「遺伝、

神託、バイオテクノロジー」(10日 、東館8階)で

は、先生に遺伝研究、特 にアルツハイマー病に関

しての人類学的分析をご報告いただき、それに対

して生命倫理の立場から東京大学の米本昌平先生

に 「科学革命 としてのヒ トゲノム計画」 と日本の

状況 を、同大学人類学のMohacsi Gergely氏 に糖

尿病の人類学的調査 についてご発表いただいた。

また、科学史の観点から立命館大学の松原洋子先

生、行動遺伝学の立場か ら慶應義塾大学の安藤寿

康先生、そして同大の宮坂敬造先生にコメン トが

あった。

 第二回目の「国家、感染、バイオポリティックス」

(1月23日 、GSEC-LAB)で は、ロック先生は 「新

優生学」の名で一般 に語 られている現象 に触れ、

その複雑 さを理解するためには、旧来型の国家か

らの トップダウンの権力だけでなく、慣習や文化

に彩 られたボ トムアップの人々の欲望や社会的不

平等の構造を分析する必要を指摘 された。 この日

の第二部で は、 グローバル化す る医療テ クノロ

ジーが、国境 を越えて脅威をもたらす感染症 に対

してどの ような攻防を可能にしているのか、また

そこで どのような矛盾が生 じているのか、異なる

分野の研究者か ら発表があった。京都大学脳生理

学の美馬達哉先生には感染症をめ ぐるリスク ・パ

ニックについて、医学史の立場か ら慶應義塾大学

の鈴木晃仁先生には日本における近代化 と感染症

について、また東京大学の香西豊子氏には幕末 日

本における 「感染」概念について、MIT・ 医療政

治学のPeter Doshi氏 には、感染症 をめ ぐる疫学

言説 とリスク概念についてご報告いただいた。
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遺伝病 と感染症をめ ぐる言説には、その脅威の性

質、スティグマの有無、攻防の主体 といった点で

極めて対照的な特徴がみ られる。このような相違

点に留意しつつ、 日独 における遺伝学の成立につ

いて東京大学 ・医療社会学の市野川容孝先生にご

講演 いただき、総括 として宮坂先生にコメン トを

いただいた。活発な議論となり、領域を超えて意

見を交換す ることの面白さを確認できる実 り多い

会 となった。司会は両 日とも慶應義塾大学 ・医療

人類学の北中淳子が担当。

                 (北中淳子)
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